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◆⼤会期間
2026年9⽉19⽇〜10⽉4⽇<16⽇間>

◆実施競技
41競技

◆選⼿団（選⼿・チーム役員）
最⼤15,000⼈

◆参加国・地域
ＯＣＡ加盟の４５の国と地域

第20回アジア競技⼤会の概要

©OCA カバディ ©OCA

セパタクロー
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2

第5回アジアパラ競技⼤会の概要
◆⼤会期間
2026年10⽉18⽇〜10⽉24⽇<7⽇間>

◆実施競技
18競技

◆選⼿団（選⼿・チーム役員）
3,600〜4,000⼈

◆参加国・地域
ＡＰＣ加盟の４５の国と地域

©2023 HAPGPP

⾞いす
バスケット
ボール

©2023 HAPGPP ボッチャ
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第５回アジアパラ競技⼤会のマスコット

◆アジアパラ競技⼤会マスコット
ウズミン ／ UZUMIN

◆名前の由来
「⽔」から発想を広げて「渦（うず）」と

「泉（いずみ）」という⾔葉を基に名付けら
れました。
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🄫2021株式会社瑞穂ＬＯＯＰ－ＰＦＩ ※画像はイメージです。

両⼤会のメイン会場
◆名古屋市瑞穂公園陸上競技場（２０２６年３⽉完成予定）

公園の⾵景となる「空」と「森」と「⼤地」

公園と⼀体の場となるコンコース
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⼤会を通したバリアフリーへの取り組み

5

ハード⾯の取組

誰もが安⼼・安全・快適に暮らせるよう、多様性への理解の
促進に取り組むとともに、バリアフリーのまちづくりを推進

障害者団体と現地調査を
してバリアフリー改修を
実施

ソフト⾯の取組

学識者、障害者団体、アス
リート等から意⾒をいただ
き、⼤会アクセシビリティ
の指針を策定

⼤会レガシー

⾞いす乗⾞体験など、教育
現場におけるパラアスリー
トとの交流

⼤会開催を契機に「⼈に
やさしいまち名古屋」と
なるための⽅法を⼤学⽣
と検討
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活動区分 ⼤会ボランティア 都市ボランティア

募集⼈数 約36,000⼈ 約4,000⼈

活動場所 競技会場、宿泊施設などの
⼤会関連施設

主要駅、競技会場の最寄り駅
など競技会場周辺

活動内容 競技運営のサポートや競技
会場内の観客案内など

観光・交通案内、競技会場周
辺における観客の誘導など

ボランティア募集

6

事 項 内 容

募集⼈数 約４万⼈

応募期間
(⼀般募集) 2024年10⽉21⽇（⽉）〜2025年１⽉31⽇（⾦）
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ボランティア参加経験によるレガシー

7

継続的に様々な地域活動につながり、地域コミュニティの
担い⼿となることで、互いに⽀えあう共⽣社会の実現に寄与

⼤会レガシー

全国での募集周知・参加促進にご協⼒お願いします︕

ボランティア同⼠の交流・新たな⼈との出会い、
ホスピタリティの向上他のボランティア活動とは異なる特別な雰囲気や経験
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